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あ

と

が

き 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編

集

委

員

 
 

 

梅

津

 

一

晴 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

本

書

の

粗

原

稿

を

執

筆

し

た

こ

と

も

あ

り

、

反

省

を

含

め

て

執

筆

の

主

旨

を

述

べ

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

 

 

表

題

の

「

あ

び

こ

の

歴

史

景

観

を

探

る

」

は

、

「

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

」

（

以

下

、

景

観

を

育

て

る

会

）

が

平

成

十

三

年

六

月

に

発

足

し

て

以

来

、

「

歴

史

部

会

」

の

テ

ー

マ

に

し

て

活

動

し

て

来

た

こ

と

で

す

。

 

 

当

初

、

「

景

観

を

育

て

る

会

」

の

皆

で

景

観

論

議

を

し

た

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

結

論

は

で

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

ん

な

意

味

で

、

景

観

と

い

う

言

葉

は

非

常

に

幅

広

い

言

葉

で

、

自

分

の

「

美

学

」

と

「

原

風

景

」

で

創

造

さ

れ

る

「

風

景

」

、

「

視

界

」

と

で

も

言

う

も

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

私

の

「

原

風

景

」

は

我

孫

子

で

は

な

か

な

か

見

つ

か

り

ま

せ

ん

。

何

時

ま

で

も

遠

い

昔

の

「

原

風

景

」

を

追

い

か

け

ず

、

私

は

我

孫

子

に

新

し

い

「

原

風

景

」

を

創

ろ

う

、

そ

う

考

え

ま

し

た

。

そ

の

た

め

に

は

風

景

に

物

語

を

思

い

出

せ

る

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

土

地

の

歴

史

を

知

っ

て

風

景

を

み

る

、

そ

う

す

る

と

風

景

の

中

に

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

す

る

こ

と

が

出

来

る

。

愉

し

い

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

以

来

、

多

く

の

郷

土

研

究

家

の

文

章

か

ら

、

我

孫

子

の

名

所

旧

跡

に

つ

い

て

資

料

を

拾

い

上

げ

ま

し

た

。

現

地

を

訪

ね

、

写

真

を

撮

り

、

ス

ケ

ッ

チ

を

し

、

幾

度

も

現

地

を

訪

ね

土

地

に

馴

染

ん

で

、

そ

の

「

歴

史

景

観

」

を

、

自

分

の

「

視

界

」

の

中

に

捉

え

る

努

力

を

し

ま

し

た

。

 

 

し

か

し

、

自

分

一

人

で

は

と

て

も

無

理

と

わ

か

り

、

高

野

瀬

さ

ん

、

高

橋

さ

ん

に

協

力

を

お

願

い

し

ま

し

た

。

幸

い

喜

ん

で

賛

同

し

て

く

れ

、

素

晴

ら

し

い

ス

ケ

ッ

チ

を

頂

き

ま

し

た

。

 

 

平

成

十

五

年

に

、

森

大

吾

さ

ん

が

「

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

」

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

立

ち

上

げ

て

下

さ

り

、

翌

々

年

か

ら

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

散

策

コ

ー

ス

案

内

と

解

説

文

を

載

せ

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

ま

た

、

私

の

「

景

観

ス

ケ

ッ

チ

」

が

「

景

観

を

育

て

る

会

」

と

「

美

し

い

手

賀

沼

を

愛

す

る

市

民

の

連

合

会

」

の

催

し

物

の

ポ

ス

タ

ー

、

出

版

物

表

紙

に

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

何

枚

も

描

い

て

い

る

間

に

ズ

ー

ズ

ー

し

さ

と

共

に

、

少

し

は

上

手

に

な

っ

た

よ

う

で

す

。

 

 

文

章

は

、

誤

解

を

生

じ

な

い

よ

う

に

表

現

す

る

こ

と

は

素

養

の

な

い

私

に

と

っ

て

は

か

な

り

苦

難

で

し

た

。

そ

の

た

め

、

多

く

の

方

々

の

ご

意

見

を

頂

き

ま

し

た

。

出

版

計

画

が

始

動

し

た

昨

年

秋

か

ら

は

、

編

集

委

員

会

が

出

来

ま

し

た

。

御

蔭

様

で

文

章

を

平

易

に

表

現

す

る

こ

と

が

出

来

た

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

多

く

の

研

究

者

の

資

料

を

参

考

に

積

み

上

げ

て

い

る

関

係

で

、

著

者

の

考

え

方

を

正

確

に

理

解

で

き

ず

、

誤

解

を

招

く

表

現

が

あ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

 

「

思

う

」

、

「

考

え

る

」

、

「

だ

ろ

う

」

な

ど

の

考

察

、

推

論

は

自

分

の

世

界

で

す

。

お

読

み

に

な

っ

た

時

、

ご

自

分

で

も

自

由

に

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

を

試

み

、

空

想

の

世

界

を

遊

泳

し

て

下

さ

い

。

歴

史

景

観

と

は

そ

ん

な

愉

し

い

世

界

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

 

我

孫

子

の

歴

史

景

観

を

た

ど

る

と

、

古

墳

時

代

の

香

取

海

、

手

賀

沼

に

た

ど

り

着

き

ま

す

。

そ

の

時

代

の

我

孫

子

は

北

面

を

香

取

海

、

南

面

を

手

賀

沼

に

面

す

る

半

島

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

半

島

と

い

う

地

理

的

環

境

は

、

戦

国

時

代

ま

で

我

孫

子

の

住

人

に

大

き

な

影

響

を

持

っ

て

い

ま

し

た

。

戦

は

、

北

の

勢

力

と

南

の

勢

力

が

こ

の

狭

い

馬

の

背

の

土

地

で

ぶ

つ

か

り

合

い

ま

し

た

。

袋

の

中

で

戦

を

し

て

い

る

様

な

も

の

で

す

。

 
水

域

が

後

退

し

、

水

田

干

拓

が

進

み

、

道

が

開

け

た

現

在

も

生

活

の

場

は

変

わ

っ

て

い

ま

せ

ん

。

こ

の

様

な

土

地

に

、

生

活

道

路

以

上

の

交

通

手

段

を

持

ち

込

む

と

、

狭

い

地

域

が

更

に

分

断

し

、

生

活

環

境

は

混

乱

し

、

破

壊

さ

れ

ま

す

。

 

手

賀

沼

と

利

根

川

は

「

我

孫

子

半

島

と

い

う

城

郭

」

の

外

堀

と

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

我
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孫

子

は

、

水

神

山

の

古

墳

に

始

ま

る

古

墳

文

化

、

其

れ

に

続

く

古

代

道

路

を

通

し

た

於

賦

駅

の

あ

っ

た

交

通

要

衝

の

地

、

北

を

見

れ

ば

香

取

海

、

藺

沼

、

利

根

川

、

南

を

見

る

と

手

賀

沼

の

望

め

る

「

交

通

集

落

」

で

し

た

。

そ

の

反

面

、

戦

国

の

世

で

は

、

こ

の

自

然

「

城

郭

」

の

中

で

悲

惨

な

戦

い

も

あ

り

ま

し

た

。

 

利

根

川

は

、

江

戸

時

代

、

芭

蕉

、

一

茶

が

愛

し

ま

し

た

。

嘉

納

治

五

郎

、

杉

村

楚

人

冠

、

村

川

堅

固

等

は

手

賀

沼

を

大

切

に

し

、

夢

を

持

っ

て

自

然

と

共

存

し

ま

し

た

。

 

こ

ん

な

先

人

が

大

切

に

し

た

手

賀

沼

と

利

根

川

を

、

そ

こ

に

住

む

私

た

ち

は

大

事

に

見

守

り

続

け

、

そ

し

て

我

孫

子

の

市

民

社

会

を

「

潤

い

」

と

、

明

日

へ

の

「

あ

ら

ゆ

る

活

力

を

生

む

」

生

活

環

境

に

創

り

、

育

て

上

げ

て

行

か

ね

ば

と

考

え

る

も

の

で

す

。

 

 

な

お

、

常

陸

川

に

つ

い

て

は

、

『

多

く

の

書

が

利

根

川

筋

に

「

常

陸

川

」

が

流

れ

、

そ

れ

が

関

東

地

方

の

水

運

の

動

脈

と

し

て

機

能

し

て

い

た

か

の

記

述

を

し

て

い

る

が

、

・

・

・

・

・

「

常

陸

川

」

と

記

述

さ

れ

た

確

実

な

資

料

は

い

ま

だ

確

認

で

き

な

い

。

今

後

再

検

討

す

べ

き

課

題

と

い

え

よ

う

。

（

我

孫

子

市

史

 

原

始

・

古

代

・

中

世

編

 

）

』

と

い

っ

た

見

解

も

あ

り

、

常

陸

川

に

つ

い

て

は

記

述

を

控

え

ま

し

た

。

 

 

本

書

の

出

版

に

当

り

多

大

な

ご

協

力

を

頂

い

た

「

美

し

い

手

賀

沼

を

愛

す

る

市

民

の

連

合

会

」

、

資

料

と

貴

重

な

ご

意

見

を

お

寄

せ

下

さ

っ

た

我

孫

子

市

教

育

委

員

会

文

化

課

の

各

位

、

多

く

の

引

用

・

参

考

文

献

著

者

、

そ

し

て

い

つ

も

適

切

な

ご

意

見

を

寄

せ

て

頂

い

た

「

景

観

を

育

て

る

会

」

の

皆

さ

ん

に

お

礼

を

致

し

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

 

引

用

文

献

資

料

 

序

 

１

―

 

常

陸

国

風

土

記

 
 

全

訳

注

 
 

秋

元

吉

徳

 
 

 

講

談

社

学

術

文

庫

 
 

 

２

―

 

房

総

の

古

代

史

を

探

る 
 

麻

生

 

優

、

鈴

木

道

之

助

 
 

築

地

書

館

 
 

３

―

 

我

孫

子

古

墳

と

私

 
 

甘

粕 

健

 
 

２

０

０

６

・

７ 

第

３

回

手

賀

沼

学

会 

４

―

 

古

代

の

交

通

路

 
 

 

千

葉

県

の

歴

史

 

通

史

編

 
 

古

代

２ 

第

一

章 

１

―

 

英

国

の

代

表

作

に

み

る

バ

ー

ナ

ー

ド 

リ

ー

チ

展

 

東

と

西

の

出

会

い 
 

１

９

８

０ 

朝

日

新

聞

社

 
 

２

―

 

手

賀

沼

散

策

 
 

 
 

秋

谷

半

七

 
 

 

崙

書

房

 
 

 

３

―

 

手

賀

沼

の

バ

ー

ド

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

・

ガ

イ

ド 
 

 

我

孫

子

市

鳥

の

博

物

館

 
 

 

４

―

 

景

観

あ

び

こ 

、

 

１

０

号

 
 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 

、

 

５

―

 

我

孫

子

の

思

い

で 

瀧

井

孝

作

全

集

第

七

巻

 

中

央

公

論

社

 

、

 

６

―

 
 

 

白

樺

文

学

館

パ

ン

フ

レ

ッ

ト 

白

樺

文

学

館

 
 

、

７

―

 

景

観

あ

び

こ 

１

号

 
 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 
 

、 

８

―

 

沼

の

ほ

と

り

 
 

 
 

中

勘

助

全

集

 

第

四

巻

 
 

 
 

角

川

書

店

 
 

、

９

―

 
 

景

観

あ

び

こ 
 

 

２

号

 
 

 
 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 
 

、

１

０

―

 

我

孫

子

古

墳

群

、

 
 

 

千

葉

県

の

歴

史

 
 

資

料

編

 

考

古

２

（

弥

生

・

古

墳

時

代

）

 
 

、

１

１

―

 
 

我

孫

子

市

埋

蔵

文

化

財

報

告

第

１

集

 

我

孫

子

の

遺

跡

 
 

 
 

 
1
9
8
1
 

 
 

 

我

孫

子

市

教

育

委

員 

第

二

章 

１

―

 

我

孫

子

古

墳

群

 
 

 

千

葉

県

の

歴

史

 
 

資

料

編

 

考

古

２

（

弥

生

・

古

墳

時

代

）

 
 

、

２

―
 

 

日

本

博

覧

図

 
 

千

葉

県

編

 
 

明

治

２

７

年

 
 

国

書

刊

行

会

 
 

、

３

―

 
 

我

孫

子

久

寺

家

周

辺

に

み

る

利

根

川

河

川

敷

の

変

貌

（

１

）

 
 

 

谷

川

尚

哉

 

相

原

正

義

 
 

 

中

央

学

院

大

学

 
 

４

―
 

手

賀

沼

に

お

け

る

鳥

猟

慣

行

の

成

立

 

中

村

 

勝

 

・

・

・

・

 

利

根

川

・

荒

川

流

域

の

生

活

と

文

化

 
 

利

根

川

文

化

研

究

会

 
 

図

書

刊

行

会

 
 

、

５ 

―

 

手

賀

沼

の

鴨

猟 
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三

谷

和

夫

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１

９

８

１ 
 

我

孫

子

市

史

研

究

 

５ 
 

、

６

―

 

我

孫

子

宿

の

家

並

と

生

活

 
 

安

斎

秀

夫

 

１

９

７

９ 
 

我

孫

子

市

史

研

究

 

４ 

７

―

 
 

水

戸

道

中
 

 

千

葉

県

の

歴

史

の

道

調

査

報

告

書

 

四

 
 

 

千

葉

県

教

育

委

員

会 

第

三

章 

１

―

 

「

十

一

月

三

日

午

後

の

事

」

 
 

 

志

賀

直

哉

全

集

 
 

岩

波

文

庫

 
 

、

２ 

―

 

板

碑

の

出

土

地

を

訪

ね

る 

今

林

松

子

 
 

 
 

１

９

８

２ 
 

我

孫

子

市

史

研

究

 

６ 
 

、

３

―

 

景

観

あ

び

こ 

１

１

号

 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 
 

、

４

―

 

ふ

る

さ

と

あ

び

こ 
 

 

我

孫

子

郷

土

史

 
 

中

村 

脩

 
 

湖

畔

情

報

社

 
 

、

５ 

―

景

観

あ

び

こ 
７

号

 
 

 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 
 

 

６ 

―

 

景

観

あ

び

こ 
 

９

号

 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 
 

７

―

 

湖

畔

吟

（

1
9
8
5

年

複

刊

）

 

杉

村

楚

人

冠

 
 

単

独

舎

刊

 
 

８ 
 

景

観

あ

び

こ 

６

号

 
 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 
 

、

９

―

 

我

孫

子

古

墳

群

 

千

葉

県

の

歴

史

 
 

資

料

編

 

考

古

２

（

弥

生

・

古

墳

時

代

）

 
 

第

四

章 

１

―

 

我

孫

子

市

史

 

民

俗

・

文

化

財

篇

 
 

Ｈ

２

．

３

．

３

１

我

孫

子

市

教

育

委

員

会 
 

、

２

―

 

中

野

治

四

郎

邸

屋

敷

 
 

日

本

博

覧

図

 

―

 

千

葉

県

編

 
 

明

治

２

７

年

 
 

国

書

刊

行

会

 
 

、

３ 

―

 

古

戸

・

谷

津

田

の

農

耕

 

深

山

 

治

 

他

２ 
 

１

９

８

２ 
 

 

我

孫

子

市

史

研

究

 
６ 

 

、

４

―

 

利

根

川

・

手

賀

沼

と

湖

北

 
 

「

湖

北

座

会

」

１

０

年

の

歩

み 
 

、

５ 

―

 

千

葉

県

自

然

観

察

ガ

イ

ド 
 

 

千

葉

県

生

物

学

会

編

 

、

６

―

 

あ

び

こ

む

か

し

む

か

し 
 

 

古

谷

 

治

 
 

湖

畔

情

報

社

 
 

、

７

―

 

中

峠

城

址

の

図

 
 

 

中

峠

城

跡

調

査

報

告

書

 

１

９

７

３ 
 

中

峠

城

跡

調

査

団

 
 

、

８

―

野

守

遺

跡

出

土

品

 
 

我

孫

子

市

教

育

委

員

会

資

料

 
 

９ 

―

日

秀

西

遺

跡

平

面

図

 
 

我

孫

子

市

発

掘

調

査

報

告

書

 

、

１

０ 

―

 

手

賀

沼

周

辺

の

道

路

遺

構

 
 

辻

 

史

郎

 
 

古

代

交

通

研

究

 

第

7

号 

第

五

章 

１

―

 

利

根

川

図

誌

 
 

赤

松

宗

旦

 
 

岩

波

書

店

 
 

、

２

―

 
 

日

本

博

覧

図

 

―

 

千

葉

県

編

 

明

治

２

７

年

 

国

書

刊

行

会

 
 

３

―

 

写

真

 

「

布

佐

網

代

付

近

を

上

る

高

瀬

船

」

 

我

孫

子

市

教

育

委

員

会

 

、

４

―

 

豪

農

井

上

佐

次

兵

衛

家

文

書

の

研

究

 
 

 

西

館

与

四

衛

 

我

孫

子

市

史

研

究

 

１

１ 
 

、

５

―

 

川

蒸

気

通

運

丸

物

語

 
 

山

本

鉱

太

郎

 
 

崙

書

房

 

 

主

な

参

考

文

献

資

料 

ⅰ

 

我

孫

子

の

考

古

学

 

暦

史

 
 

１

―

 

我

孫

子

古

墳

群

 

東

京

大

学

文

学

部

考

古

学

研

究

室

編

 
 

 
1
9
6
9
 

我

孫

子

町

教

育

委

員

会

 

、

２

―

 

我

孫

子

市

史

 
 

 

民

俗

・

文

化

財

編

 
 

1
9
9
0
 

、

 

原

始

・

古

代

・

中

世

編

 

平

成

1
7

年

 
 

我

孫

子

市

教

育

委

員

会

 

、

３

―

 

千

葉

県

我

孫

子

市

発

掘

調

査

報

告

書

 
 

1
9
8
0
 

 

千

葉

県

教

育

委

員

会

 
 

、

４

―

 

我

孫

子

古

墳

群

 
 

千

葉

県

の

歴

史

 
 

資

料

編

 

考

古

２

（

弥

生

・

古

墳

時

代

）

 

、

５

―

 

我

孫

子

市

史

研

究

 
 

５ 

～

１

０ 
 

我

孫

子

市

教

育

委

員

会

 

、

６

―

 

地

域

史

を

掘

る 
 

 
 

 
 

甘

粕

 

健

 
 

我

孫

子

の

歴

史

を

学

ぶ

人

の

た

め

に 
V

O
L

．

３ 
 

、

７

―

 

千

葉

県

の

歴

史

 
 

資

料

編

 
 

考

古

１ 

、

 

２ 

、

 

８

―

 

房

総

の

古

社

 

菱

沼

 

勇

・

梅

田

義

彦

 
 

有

峰

書

房

 
 

、

９

―

 

房

総

の

歴

史

 
 

 

千

葉

県

書

籍

教

材

株

式

会

社

 
 

、

 

１

０

―

 

上

総

、

下

総

 

千

葉

一

族

 

丸

井

敬

司

 
 

新

人

物

往

来

社

 
 

、

１

１

―

 

千

葉

県

東

葛

飾

郡

誌 
 

大

正

１

２

年

 

千

葉

県

東

葛

飾

郡

教

育

会

 
 

、

１

２

―

 
 

図

説

 

房

総

の

城

郭

 
 

千

葉

城

郭

研

究

会

編

 
 

、

１

３

―

 

東

葛

の

中

世

城

郭

 
 

 
 

 
 

 

千

野

原

靖

方

 
 

 
 

崙

書

房

 
 

、

１

４

―

 
 

か

ま

く

ら

道

 

星

野

保

 
 

利

根

川

・

手

賀

沼

と

湖

北

 

湖

北

座

会

十

年

の

歩

み 
 

 
 

ⅱ

 
 

自

然

・

文

化 

１ 
―

 

我

孫

子

市

史

研

究

 

４ 

～

９ 
 

我

孫

子

市

教

育

委

員

会

 
 

、

２ 

―

我

孫

子

市

保

全

樹

木

・

街

路

樹

デ

ー

タ 

我

孫

子

市

 

、

３ 

―

千

葉

県

自

然

観

察

ガ

イ

ド 
 

千

葉

県

生

物

学

会

編

 
 

、

４

―

 
 

葺

不

合

神

社

作

成

案

内

書

 
 

 

平

成

１

５

年

５

月

 
 

、

５

―

 

古

利

根

沼

自

然

環

境

調

査

 

（

鳥

類

編

）

 

平

成

5

年

 
3

月

 
 

我

孫

子

市

 
 

、

６ 

―

 

千

葉

県

 

地

学

の

ガ

イ

ド 
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前

田

四

郎

監

修

 

コ

ロ

ナ

社

、

 

７

―

 

古

木

が

語

る

湖

北

村

の

生

活

誌

 
 

星

野

 

保

 

新

人

物

往

来

社

、

 

８

―

 
 

百

年

、

千

年

、

万

年

後

の

日

本

の

自

然

と

人

類

 
 

日

本

第

四

紀

学

会

編

 
 

、

９

―

 
 

日

本

の

地

質

 

３ 
 

 

関

東

地

方

 
 

日

本

の

地

質

「

関

東

地

方

」

編

集

委

員

会

 
 

、

１

０

―

 

茨

城

の

自

然

を

た

ず

ね

て 

天

野

 

一

男

編

著

 
 

築

地

書

館

、

 

１

１

―

 

陶

芸

家

河

村

蜻

山

展

 
 

１

９

９

７ 
 

 

（

財

）

我

孫

子

市

都

市

建

設

公

社

 
 

、

１

２

―

 

利

根

川

百

年

史

 
 

利

根

川

百

年

史

編

集

委

員

会

編

 
 

建

設

省

関

東

地

方

建

設

局

 
 

、

１

３

―

 

利

根

川

 
 

飯

島

 

博

 
 

三

一

書

房

 
 

、

１

４

―

 

古

利

根

の

攻

防

戦

 

辻

野

弥

生 

東

葛

流

山

研

究

第

1
4

号

 
 

、

１

５

―

我

孫

子

の

史

跡

を

訪

ね

る 
 

 
 

我

孫

子

市

史

跡

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

、

 

１

６

―

 

布

佐

と

い

う

ハ

イ

デ

ル

ベ

ル

ク 

倉

田 

茂

 

、

１

７

―

手

賀

沼

周

辺

を

訪

ね

る 
 

 

我

孫

子

市

史

研

究

セ

ン

タ

ー

 
 

１

８

― 

利

根

川

高

瀬

船

 

渡

辺

貢

二

 

崙

書

房

 
 

、

１

９

―

 

利

根

川

の

変

遷

と

水

郷

の

人

々

 
 

鈴

木

久

二

直

 
 

 

崙

書

房

 
 

 

２

０

―

 

利

根

川

の

歴

史

 

金

井

忠

夫

 

日

本

図

書

刊

行

会

 
 

、

２

１ 

―

利

根

川

汽

船

航

路

案

内

（

明

治

４

３

）

 
 

汽

船

荷

客

取

扱

連

合

会

編

纂

 
 

崙

書

房

 
 

、

２

２ 

―

 
房

総

の

街

道

繁

盛

記

 
 

 

山

本

鉱

太

郎

 
 

崙

書

房

 
 

、

２

３ 

―

 
 

旧

村

川

別

荘

市

民

ガ

イ

ド

会

報

 
 

 
 

 

       

 

美

し

い

手

賀

沼

と

共

に

生

き

る 

あ

び

こ

の

歴

史

景

観

を

探

る 
 

 
 

 
 

 

非

売

品

 

 

発

 

行

 
 

 
 

 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 

 

編

集

委

員

 
 

 

岡

 

規

子

 
 

 
 

斎

藤

 

政

成

 
 

瀬

戸

 

勝

 
 

 

高

野

瀬

 

恒

吉

 
 

保

田

 

稜

司

 
 

梅

津

 

一

晴

 

 

ス

ケ

ッ

チ

絵

 
 

 

高

橋

 

正

美

 
 

高

野

瀬

 

恒

吉

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梅

津

 

一

晴

 

 

協

 

力

 
 

 
 

 

美

し

い

手

賀

沼

を

愛

す

る

市

民

の

連

合

会

 

 

印

刷

・

製

本

 
 

 

ア

イ 

工

房

 

 

平

成

二

十

年

三

月

吉

日

 

 
 

 

連

絡

先

 
 

 
 

我

孫

子

市

若

松

一

七

〇

-

十

一

 

梅

津

 

一

晴

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

℡

 
0
4
-
7
1
8
3
-
2
0
1
4
 

 
 

ホ

ー

ム
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ー
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